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（セグメント別売上比率） 2020年3月期 （4月～9月）実績（連結）

T&M：71％
PQA その他

モバイル ネットワーク・インフラ エレクトロニクス

52% 27% 21% ２１% ８%

（T&M事業 地域別売上比率） 2020年3月期（4月～9月）実績

日本 アジア、パシフィック 米州 EMEA

19% 41% 27% 13%
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グループ全体の受注高は前年同期比 １２％増の５３６億円、売上高は前年同
期比1２％増の４９８億円となりました。営業利益は前年同期比９０％増の６６億
円となりました。

当期利益は前年同期比４９％増の４７億円となりました。当期包括利益は、海外
子会社の財務諸表の換算差額が為替の影響によりマイナスであったため、前
年同期比２３％減の３４億円となりました。
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T&M事業において、５G開発需要は順調で、前年同期比で増収増益となり、
売上高は２１％増の３５２億円、営業利益は１３２％増の５９億円（営業利益
率１６．８％）となりました。

PQA事業において、第２四半期の業績は改善しましたが、第１四半期の不
振を補うまでには至らず、前年同期比減収減益となり、売上高は７億円減の
１０７億円、営業利益は、４億円減の５億円になりました。



第２四半期の連結及び各事業セグメントの営業利益、営業利益率は下記のと
おりです。

連結 ３９億円（営業利益率： １４．８％）

T&M ３１億円（営業利益率： １７．６％）

PQA ６億円（営業利益率： ９．４％）
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T&M事業の上期受注高は、５Ｇ開発関連需要を順調に獲得し、前年同期比５３
億円（１６％）増の３７３億円となりました。

PQA事業の上期受注高は、前年同期比３億円増（３％増）の１２０億円となりま
した。

なお、受注残高はグループ全体で２５３億円（前年同期比４％増）、T&M事業で
は１７６億円（同４％減）、PQA事業では５８億円（同２７％増）でした。
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営業キャッシュフローは、８７億円の資金獲得となりました。
投資キャッシュフローは、１１億円の支出でした。
その結果、フリー・キャッシュフローは７６億円の資金獲得となりました。

財務キャシュフローは、５７億円の資金支出となりました。主なものは、借入金
返済３５億円、配当金の支払い１９億円（期末配当分１株１３.５円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より１０億円増加の４６１億円
となりました。



２０１９年４月２５日に開示した２０２０年３月期（２０１９年４月１日～２０２０年３月
３１日）の業績予想について、修正することとしました。

主力のT&M事業において、５G関連のモバイル市場向け開発用計測需要が順調
に推移しています。特にアジア地域において、５Gの開発需要が期初の計画を上
回る見込みであることから、通期の業績予想を修正します。

なお、配当につきましては、期初計画通り１株当たり年間２２円を予定しておりま
す。
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2018年に３GPP にて5G Release15（超高速通信）の標準化が完了しました。
その結果、2018年12月から米国と韓国で5Gサービスが開始され、次いで、欧
州（2019年4月：スイス、5月：英国、6月：イタリアおよびスペイン）、オーストラリ
ア（2019年５月）など世界各国で5Gサービスが始まっています。
中国においては、5Gの営業ライセンスが国内の通信事業者4社に発行される
など、2020年サービス開始に向け、スケジュールに変更はありません。
また、シンガポール、タイおよびベトナムなど東南アジアでも２０２０年中に５G
サービスが開始される予定です。5Gのトライアル/商用化が各国へ広がりを見
せています。

本日は、日本において９月に開幕したラグビーワールドカップ会場で提供され
ている5Gプレサービスについて紹介致します。
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日本では、９月開催のラグビーワールドカップで使用する12競技場のうち8競技場で5G
プレサービスが実施されています。
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実際に試合を観ながら5G対応のダブルディスプレイ端末を使ってマルチアングル視聴
が楽しめそうです。
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当社は、米国モバイル関連のお客様の開発サポートをより充実させるため、２０１９年９
月にカリフォルニア州サンディエゴにR&Dセンターを開設しました。
同R&Dセンターには、日本、インドおよびフィリピンからもコアエンジニアを派遣し、お客
様の要望に柔軟に対応出来る開発サポートを提供致します。
モバイル技術の先端分野で、主要お客様との協力関係を強化してまいります。
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